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１．はじめに 

鋼橋の腐食の発生，進行には水分と酸素の供給が

不可欠であり，鋼材の濡れ時間は腐食環境を示す要

因のひとつである．既存のセンサ 1)は，さび層表面の

ぬれ状態に着目しているが，無塗装で用いられる耐

候性鋼材では，さび層内に水分が浸透，保水し，濡れ

環境を保持すると考えられる．これに対し既往の研

究 2)では，電気抵抗の変化量による濡れ時間判定を

試み，その可能性を示している．本研究ではこの手法

を用い，電気抵抗値の測定によるさびの保水性能評

価手法を検討する． 

２．実験概要 

 さびの生成過程の違いが電気抵抗値に与える影響

を検討するため，(1)塩水供給を伴う大気暴露試験，

(2)供給する塩分量を制御した促進試験，により試験

体を作成した．試験体概要を表-1，図-1 に示す．大

気暴露試験体は，さび外観評点 3)を参考にした各さ

び厚の試験体を 1 体ずつ，合計 4 体とした．促進試

験体は，促進試験において水道水と 0.1%NaCl 水溶液

を供給するものを 6 体ずつ，合計 12 体とした． 

さび厚別の乾湿状態と抵抗値の関係を検討するた

め，試験体(1)に対し，乾湿繰り返し環境下における

さび層の電気抵抗の計測を行う．この計測では，図-

2(a) に示す通り，試験体を小型環境試験機に入れ，

乾湿 4)を繰り返しながら抵抗値を計測する．この時，

リード先端の間隔は 5cm とした． 

次に，試験体の含水量と電気抵抗値の関係をさび

厚の違い，Cl の含有量に関して検討するため，試験

体(1)，(2)に対し，保水量に対するさび層の電気抵抗

の計測を行う．図-2(b) に計測手順を示す．試験体の

質量が一定となるまで乾燥させ，乾燥状態の試験体

質量を測定し，試験体表面に水分をまんべんなく供

給する．その後，水分を含む試験体質量の測定と抵抗

値の測定を繰り返す．  
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表-1 試験体(1)概要（大気暴露）  

 

図-2 測定手順 

 

図-1 試験体(2)概要（促進試験） 

 

(a) 乾湿繰り返し環境下における抵抗値の測定 

 

(b) 保水量に対する抵抗値の測定 
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3. 実験結果 

3.1 乾湿繰り返し環境下における電気抵抗の計測 

 図-3にさび厚別の計測時間と抵抗値の関係を示す．

青い範囲が湿潤状態，白い範囲が乾燥状態である．測

定結果より，抵抗値はさび厚によらず乾燥状態で大

きく，湿潤状態で小さくなることから，抵抗値により

湿潤乾燥状態が判断可能であった．また，さび厚

400~800 μm の試験体のみ乾燥状態での抵抗値が他と

比べ大きくなっており，さび厚の大きさと抵抗値の

大きさに相関関係は見られなかった．電気抵抗値は

さび厚だけでなく，さび層の状態にも関係している

と考えられるため，今後検討を行う． 

3.2 保水量に対する電気抵抗の計測 

3.2.1 さび厚の違いに対する検討 

 さび厚 200 μm 以下， 200～400 μm ，400～800 μm

の試験体(1)を対象に計測を行った．図-4にさび厚別

の水分量と抵抗値の関係を示す．試験体に含まれる

水分量が多いほど抵抗値は低くなり，さび厚が大き

いほど各水分量に対する抵抗値は低く，より少ない

水分量に対し抵抗値の計測が可能であった．以上よ

り，対象とした試験体において，さび厚が大きいほど

保水性能が高いと考えられる． 

3.2.2 水分中の Cl含有量の違いに対する検討 

 電気抵抗値は，さび厚，水分量のみならず，さび層

中の水分の Cl 含有量，つまり電気伝導率の違いによ

っても異なることが予想される．これに対し，電気伝

導率の異なる水道水（239μS/cm），0.1%NaCl 水溶液

（1993μS/cm）をさび厚 100~110μm の試験体(2)の 2

体ずつにそれぞれ供給し測定を行った．図-5 に水分

量と抵抗値の測定結果を示す．水分量 2 mg/cm2以上

の範囲において，供給する溶液によらず抵抗値に大

きな違いは見られなかった．2 mg/cm2 以下の範囲に

おいて，水分量 1mg/ cm2 付近では 0.1%NaCl 水溶液

を供給した試験体の方が，水道水を供給した試験体

よりも同じ水分量に対し抵抗値が小さくなっており，

電気伝導率の高さによるものと考えられる． 

４．まとめ 

 本研究では，使用した試験体のさび厚の範囲内で，

電気抵抗値により湿潤乾燥状態が判断可能であった．

また，電気抵抗値はさび厚だけでなく，さび層の状

態，供給溶液の電気伝導率にも関係していると考え

られる．今後は，引き続き試験体(2)に対して促進試

験を行い，さび厚を増加させ，供給溶液別に保水量と

電気抵抗値の関係について検討する． 
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図-3 さび厚別の計測時間と抵抗値の関係 

図-4 水分量と抵抗値の関係（試験体(1)） 

図-5 水分量と抵抗値の関係（試験体(2)） 
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